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は単に形態学的分化度を用いるより， C豆subtypeの
免疫組識化学的染色を用いることが有用と判断された。
2. Analysis of T cel receptors reactive with squa-
mous cel carcinoma antigen SART・1presented 







































4. Augmentation of local antitumor immunity in liver 





















5. Propofol relaxes extrapulmonary artery but not in-
trapulmonary artery through nitric oxide pathway 
（プロポフォールの扇動脈拡張作尾は宅日産外姉動厚長で
iまー酸化窒素を合し 騎内属動車長では一酸化窒素を
合さない〉
田中裕之
｛展開豆幹学専攻・痛態税調医科学講座・麻酔蘇生学）
プロポフォールの蹄動巌への作用について，節外肺
動張（EPA）と2市内蔀動脈（IPA）の2つの部分に分け
て検討し，一酸化窒素（NO）の関与についても検討し
た。
ウィスター系雄牲ラットを用いて長さ 3rn訟の
EPAとIPAの血管リングの等尺性張力を溺定したO
至適静止張力下にフェニレフリンで前収縮させた後の
プロポフォール， NO合成酵素（NOS）の阻害薬で前処
量した後のプロポフォール，ニトロプルシドナトワウ
ム（SNP）のそれぞれの濃度反応関係を得た。
プロポフォールは EPAとIPAの両方を濃震荻存性
に拡張させた。プロポフォールは EPAをより強く拡
張させたが，NOSの阻害薬によりこの反応は消失した。
SNPの50%限害濃度は EPAとIPAで差がなかった。
